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「
新
年
度
に
あ
た
っ
て
」

埼
玉
県
舞
踊
協
会
会
長  

藤
井
利
子

　

８
月
１
日
、
埼
玉
県
舞
踊
協
会
の

設
立
か
ら
携
わ
り
、
長
年
理
事
と
し

て
協
会
の
発
展
に
御
尽
力
下
さ
い

ま
し
た
、
相
談
役 

若
松
美
黄
氏
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
を
愛

し
、
最
後
ま
で
夢
を
持
ち
続
け
て
い

ら
し
た
若
松
先
生
を
失
い
、
寂
し
い

限
り
で
す
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
近
、
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
・
津

波
の
対
策
が
話
題
に
な
っ
た
折
、
四

国
で
は
大
き
な
山
を
作
っ
て
し
ま

お
う
と
い
う
案
が
浮
上
し
て
い
る

と
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
準
備
を
始

め
よ
う
と
し
て
い
る
県
等
の
話
を

聞
き
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
不
安

の
重
大
さ
に
感
じ
入
り
な
が
ら
、
古

代
か
ら
大
き
な
天
災
で
地
獄
を
見

な
が
ら
も
、
人
々
は
知
恵
と
行
動
で

救
わ
れ
た
命
を
今
に
繋
い
で
、
私
達

が
生
き
て
在
る
事
を
思
い
ま
し
た
。

今
、
舞
踊
界
も
活
動
が
苦
し
い
下
降

線
上
に
あ
り
ま
す
が
、
次
世
代
に
、

舞
踊
芸
術
の
夢
を
手
渡
せ
る
よ
う
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
今
年
度
も

し
っ
か
り
踏
ん
張
っ
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
、
ス

テ
ー
ジ
１
公
演
の
上
半
期
事
業
は
、

成
功
裡
に
無
事
終
了
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
下
半
期
も
充
実
を
目
指

す
と
共
に
、
来
年
度
の
新
企
画
、
埼

玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
に
創
作

部
門
を
新
設
し
た
り
、
ダ
ン
ス
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
よ
り
テ

ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
氏
の
作
品
を
招
聘

し
、
埼
玉
の
ダ
ン
サ
ー
が
踊
る
機
会

を
も
つ
等
、
新
た
な
挑
戦
へ
の
準
備

も
進
め
て
参
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
御
健
康
と
益
々
の

御
発
展
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

し
て
新
年
度
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第１位   橘秋子賞・藤井公賞
県知事賞・（社）現代舞踊協会賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会会長賞
第３位の２
県文化団体連合会会長賞
第３位の３
県文化団体連合会会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位   橘秋子賞・津田郁子賞
県知事賞・（社）現代舞踊協会賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会会長賞
第３位の２
県文化団体連合会会長賞
第３位の３
県文化団体連合会会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位   橘秋子賞・津田郁子賞
県知事賞・（社）現代舞踊協会賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会会長賞
第３位の２
県文化団体連合会会長賞
第３位の３
県文化団体連合会会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

木原浩太

高橋純一

土田貴好

大前裕太郎

星利沙

藤井彩加
海保文江

津田ゆず香
佐藤伊都美

徳江みさほ・五十嵐耕司
玉田光子
森山結貴

船木こころ

千田沙也加

山之口理香子

天野真希

森田裕稀

今井翠

有明歩
中野真李
細田侑希
高城愛未
岸野奈央

佐々木かおる
小澤早嬉
遠藤若葉

高城菜都未

宮口真緒

渡邉瑠莉

向井万柚子

斎藤ゆきの

藤井颯
山田菜月
豊島愛菜

タルマン磨野
中井香里
高橋和花

久保田祥貴
中嶋くるみ

１
部
成
人
の
部

２
部
児
童
の
部

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

歴史のあるコンクールでの第１位受賞に感
謝の気持ちで一杯です。この受賞を大きな
一歩とし、これからも踊り続けることの喜び
を噛み締めながら舞踊人生を歩んでいきた
いと思います。ありがとうございました。

この度は、素晴らしい賞を頂き、驚きと同時
に責任の重さを感じています。
私にチャンスを与え、ご指導下さった水野
先生、振り付けして下さった多麻紀さんに
感謝しています。そして今回の受賞は、ダン
サーとして未熟な私に更なる努力と追求が
必要だと気付かさせてくれました。ありがと
うございました。

第１位をいただけてとてもうれしいです。私
はこの作品が大好きで、お月様にささげる
気持ちを大切にして踊りました。たくさんの
ことを教えて下さった先生にとても感謝し
ています。ありがとうございました。

モダンバレエ
1 部（成人）

モダンバレエ
ジュニアの部

モダンバレエ
2 部（児童）

木原浩太

千田沙也加

高城菜都未

──────────────   モダンバレエ   ──────────────

モ
ダ
ン
バ
レ
エ
部
門

舞
踊
評
論
家  

立
木
燁
子

　

第
45
回
目
を
迎
え
た
埼
玉
舞
踊
コ

ン
ク
ー
ル
。
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
部
（
成

人
）
の
審
査
を
終
え
、
印
象
に
残
っ
た

の
が
多
様
性
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
が
光
り
、
上
位
で
は
実
力
が
伯
仲

し
、
順
位
を
つ
け
る
の
が
忍
び
な
い
と

い
う
思
い
に
も
か
ら
れ
た
。
様
式
性
の

高
い
バ
レ
エ
に
比
べ
、
個
性
そ
の
も
の

が
魅
力
と
な
り
え
る
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

に
お
い
て
、
踊
り
の
巧
拙
を
点
数
化
す

る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
は

い
え
、
複
数
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な

審
査
を
通
し
て
優
劣
は
自
ず
と
浮
上

し
た
。
踊
り
に
強
度
を
与
え
る
テ
ク
ニ

ッ
ク
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、「
表
現
」

と
向
き
合
う
真
摯
な
姿
勢
が
他
者
に

伝
え
る
力
―
説
得
力
を
生
ん
だ
舞
台

が
光
っ
た
。
踊
り
手
は
作
品
の
奴
隷
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
作
品
を
ど
う
解

釈
し
、
舞
台
と
い
う
時
空
間
を
ど
の
よ

う
に
構
築
す
る
か
。
短
い
時
間
で
は
あ

っ
て
も
、起
承
転
結
、作
品
を
生
き
て
、

そ
の
心
を
伝
え
る
力
量
が
問
わ
れ
る

の
だ
。

　

上
位
入
賞
者
に
男
性
が
並
ん
だ
の

も
、
そ
の
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
に

詩
的
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
た
『
ソ
ラ
』。

屈
強
な
身
体
と
単
純
な
動
き
の
反
復

が
強
度
を
生
ん
だ
『
は
じ
ま
り
の
歌
』

の
面
白
さ
。『
彷
徨
う
僕
の
目
の
前
を
、

一
羽
の
翡
翠
が
飛
び
立
っ
た
…
』
に
は

音
楽
と
溶
け
合
う
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

な
起
伏
に
心
理
的
懊
悩
が
浮
上
、
跳
躍

と
落
下
を
繰
り
返
す
『
生
鳥
』
に
は
ひ

た
む
き
さ
と
焦
燥
感
が
漂
っ
た
。
無
垢

な
持
ち
味
を
詩
情
に
変
え
た
『
野
茨
に

鳩
』、
抑
制
さ
れ
た
動
き
の
間
が
語
る

『
隠
さ
れ
た
空
』な
ど
、
説
得
力
を
生
む

工
夫
が
光
っ
た
。

　

全
体
に
水
準
が
上
が
っ
た
一
方
で
、

優
等
生
的
な
踊
り
の
巧
さ
に
捉
わ
れ
、

踊
り
が
定
型
化
し
た
例
も
か
な
り
あ

っ
た
。
何
気
な
い
日
常
を
生
き
る
内
奥

に
見
え
な
い
恐
怖
を
抱
え
る
今
の
観

客
の「
現
実
」に
ど
う
切
り
込
む
か
。
そ

ん
な
こ
と
ま
で
突
き
詰
め
て
踊
る
覚

悟
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

モ
ダ
ン
バ
レ
エ
部
門

舞
踊
評
論
家  

上
野
房
子

　

筆
者
に
と
っ
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
部
門
審
査
、
初
体
験
。
ま

ず
は
、
90
名
の
決
戦
出
場
者
が
、
大
き

な
ミ
ス
も
な
く
踊
っ
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
た
い
。
各
人
の
持
ち
時
間
は
３

分
。
起
承
転
結
の
あ
る
ド
ラ
マ
、
あ
る

い
は
大
自
然
の
営
み
や
種
々
の
情
感

を
描
く
こ
と
の
で
き
る
時
間
で
あ
る
。

こ
の
３
分
の
た
め
に
、
ど
れ
ほ
ど
多
く

の
汗（
と
涙
？
）が
流
さ
れ
た
こ
と
か
。

ほ
ど
な
く
し
て
、
出
場
者
が
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
く
な

っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
彼
ら
の
踊
り
が
よ
く

訓
練
さ
れ
、
作
品
も
相
応
に
熟
達
し
て

い
た
か
ら
だ
。

　

も
う
一
つ
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。

既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
が
ら
、

多
く
の
作
品
で
、
規
定
項
目
の
よ
う
に

似
通
っ
た
振
付
が
目
に
つ
い
た
。
た
と

え
ば
、
脚
を
高
々
と
上
げ
て
静
止
さ
せ

る
、
フ
ロ
ア
の
上
で
上
半
身
を
反
ら
せ

て
ブ
リ
ッ
ジ
を
す
る
、
バ
レ
エ
で
言
う

と
こ
ろ
の
シ
ェ
ネ
風
の
旋
回
。
技
術
の

優
劣
を
問
う
コ
ン
ク
ー
ル
ゆ
え
、
高
度

な
技
術
を
組
み
込
む
の
は
当
然
の
選

択
だ
ろ
う
。 

一
方
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

等
、
昨
今
の
ダ
ン
ス
の
潮
流
、
も
し
く

は
、
今
日
の
社
会
の
有
り
様
を
痛
切
に

感
じ
さ
せ
る
作
品
は
ご
く
少
数
だ
っ

た
。
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
い
う
踊
り
は
、

バ
レ
エ
の
よ
う
に
特
定
の
様
式
に
則

し
た
古
典
的
表
現
な
の
か
、
と
考
え
及

ん
だ
。

　

で
は
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
は
何
だ
ろ

う
か
。
い
ま
、
と
い
う
時
代
を
映
し
出

す
鏡
？　

自
分
の
言
葉
で
自
分
の
思

い
の
丈
を
語
る
こ
と
？　

モ
ダ
ン
ダ

ン
ス
の
固
定
概
念
を
覆
す
、
ぶ
っ
飛
ん

だ
表
現
を
見
て
み
た
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
願
望
を
抱
い

た
の
は
、
出
場
者
の
レ
ベ
ル
が
高
い
が

ゆ
え
。
豊
か
な
２
７
０
分
（
３
分
×
90

名
）に
感
謝モ

ダ
ン
バ
レ
エ
部
門

舞
踊
評
論
家  

吉
田
悠
樹
彦

　

今
年
の
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
2
部
で
は

主
題
か
ら
そ
の
若
者
な
ら
で
は
の
感

覚
を
引
き
だ
し
た
作
品
や
勢
い
の
あ

る
表
現
が
上
位
に
入
っ
た
。

1
位
の
高
城
菜
都
未
「
月
の
典
礼
」（
１

位
）
は
物
語
と
踊
り
手
が
一
体
化
し
た

よ
う
な
演
技
が
群
を
抜
い
て
い
た
。
宮

口
真
緒 

は「
片
隅
の
お
人
形
」（
第
2
の

1
位
）
で
一
時
の
随
想
を
見
事
に
踊
り

き
っ
た
。
渡
邉
瑠
莉
「
黒
猫
の
タ･

ン

･

ゴ
!!
」（
第
2
の
2
位
）
は
細
や
か
な

振
付
を
評
価
し
た
い
。
向
井
万
柚
子
に

よ
る
「
山
神
様
の
通
り
道
」（
第
3
の
1

位
）
は
民
俗
な
世
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

で
圧
倒
し
た
。
斎
藤
ゆ
き
の
は 

「
赤
い

靴
の
少
女
」（
第
3
の
2
位
）
で
良
く
知

ら
れ
た
物
語
を
現
代
に
翻
案
し
た
。
藤

井
颯
の
「
希
望
を
求
め
て
～
ネ
ロ
の
詩

（
う
た
）
～
」（
第
3
の
3
位
）
は
歴
史

に
自
ら
の
洞
察
を
加
え
た
力
作
だ
。

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
可
能
性
を
感
じ
さ

せ
た
才
能
は
多
か
っ
た
。
豊
島
愛
菜

は
「
山
の
ぼ
る
」
で
石
井
漠
を
は
じ
め

様
々
な
先
人
が
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ

に
挑
ん
だ
。
高
橋
和
花
に
よ
る
「
光
と

闇
の
中
で
」
は
心
象
世
界
を
鮮
や
か
に

描
い
た
、
伊
藤
香
乃
の「
麦
わ
ら
帽
子
」

は
夏
の
情
景
を
綴
っ
た
。
創
作
と
し
て

興
味
深
い
作
品
も
多
か
っ
た
。
山
田
菜

月
「
か
ら
く
り
童
女
」
は
伝
統
文
化
を

巧
み
に
舞
踊
化
し
て
み
せ
た
。
高
橋
こ

の
葉
・
吉
田
み
な
み
・
田
辺
会
里
加
・
早

川
愛
澄
「
ア
メ
ー
バ
の
行
進
」
は
ユ
ニ

ー
ク
な
作
品
と
な
っ
た
。
清
野
ひ
な
た

の
「
私
は
ダ
ァ
リ
ア
」
は
空
間
構
成
で

優
れ
た
表
現
を
み
せ
た
。
佐
々
木
美
怜

「
風
の
メ
ー
ヴ
ェ
に
乗
っ
て
」
は
展
開

で
工
夫
を
み
せ
た
。

早
い
段
階
か
ら
芸
術
活
動
と
向
か
い

合
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
だ
。
参
加
者

の
将
来
の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

評

評

評

「
理
事
を
お
引
き

     

受
け
す
る
に
あ
た
り
」

山
中
有
子

　

長
い
間
、
埼
玉
県
舞
踊
協
会
に

ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
新
野
正
代
先

生
が
理
事
を
ご
辞
退
さ
れ
、
繰
り

上
が
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
踊
協
会
に
入
会
し
て
32
年

間
、
故 

藤
井
公
先
生
を
は
じ
め
、

故 

若
松
美
黄
先
生
や
諸
先
輩
の
ご

指
導
を
賜
り
た
く
さ
ん
の
勉
強
の

場
を
戴
き
ま
し
た
。
ゆ
え
に
現
在

が
あ
る
と
思
い
、
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。
身
体
の
動
く
う
ち
に

少
し
で
も
ご
恩
返
し
を
い
た
し
た

く
、
お
引
き
受
け
い
た
す
事
に
し

ま
し
た
。

　

学
校
教
育
で
の
ダ
ン
ス
必
修
化

に
従
い
、
舞
踊
協
会
の
あ
り
方
も

変
革
を
求
め
ら
れ
る
時
期
に
入
り

ま
し
た
。
諸
先
輩
の
先
生
方
が
お

作
り
く
だ
さ
っ
た
埼
玉
県
舞
踊
協

会
の
歴
史
を
踏
襲
し
つ
つ
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
協
会
員
の
方
々

の
お
役
に
立
ち
た
く
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第45回 埼玉全国舞踊コンクール

主催◎埼玉県舞踊協会　　共催◎ （財）さいたま市文化振興事業団
後援◎埼玉県／埼玉県議会／埼玉県教育委員会／埼玉県文化団体連合会／朝日新聞さいたま総局／埼玉新聞社
　　　東京新聞さいたま支局／毎日新聞さいたま支局／読売新聞さいたま支局／テレビ埼玉／チャコット（株）
　　　（社）現代舞踊協会／（公社）日本バレエ協会／（財）橘秋子記念財団

７月22日〜29日 さいたま市文化センター  大ホール・小ホール

コレオグラファーの目
〜スペシャル〜 vol.10

30周年を迎えた埼玉近代美術館と
10回目を迎えるコレオグラファーの目が

タッグを組む！ 美術とダンスの
コラボレーション特別企画にご期待下さい。

2012.11.10(sat）
埼玉県立近代美術館
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瀬
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第
39
回
ス
テ
ー
ジ
1
、盛
会
裏
に
終
了

松
崎
す
み
子
・ア
キ
オ
キ
ム
ラ

　

９
月
29
・
30
土
日
の
二
日
間
、

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
小
ホ

ー
ル
に
て
、
埼
玉
県
芸
術
文
化
祭

２
０
１
２
協
賛
、
２
０
１
２
さ
い
た

ま
市
民
文
化
祭
参
加
に
よ
る
恒
例

の
ス
テ
ー
ジ
１
を
開
催
し
ま
し
た
。

22
組
、
70
余
名
の
若
き
出
演
者
に
よ

る
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
競
演
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
出
品
作
品
は
個

性
が
光
る
意
欲
作
も
多
く
、
ス
タ
ッ

フ（
照
明
・
杉
浦
弘
行
、音
響
・
井
上

寛
文
、舞
台
監
督
・
森
荘
太
ほ
か
）の

的
確
な
サ
ポ
ー
ト
と
共
鳴
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら

埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
成
人

の
部
受
賞
者
披
露
が
加
わ
り
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
よ
り
第
１
位
・
中
村

友
子
さ
ん
、
第
２
位
の
1
・
中
村
緋

女
さ
ん
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
よ
り
第
１

位
・
木
原
浩
太
さ
ん
、第
２
位
の
1
・

髙
橋
純
一
さ
ん
が
出
演
下
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
演
技
は
客
席
を
感

動
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
出
演
者

に
も
刺
激
を
与
え
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
山
野
博
大
さ
ん
を
は
じ
め

寺
村
敏
さ
ん
、
上
野
房
子
さ
ん
、
高

橋
森
彦
さ
ん
、
吉
田
悠
樹
彦
さ
ん
、

森
下
は
る
み
さ
ん
他
、
各
先
生
方
の

ご
高
覧
も
い
た
だ
き
、
上
演
時
間
の

長
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。
出
演
者
の
皆
さ
ん

は
初
日
を
経
て
二
日
目
に
は
よ
り

良
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
、
と
藤
井

会
長
の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
予
定
し
て
い
た
打
ち

上
げ
パ
ー
テ
ィ
ー
は
台
風
の
た
め

流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
は
第

40
回
、
同
じ
会
場
に
て
９
月
14
・
15

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
運
営
面
の

配
慮
を
し
っ
か
り
さ
せ
て
、
今
後
も

若
い
世
代
の
育
成
の
場
を
提
供
し

て
い
く
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

◎
編
集
後
記

　

暑
い
夏
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
地
球

上
全
体
が
変
化
、
政
治
も
変
化
、
さ
て
踊
り
の
世
界

も
変
化
を
求
め
て
埼
玉
県
舞
踊
協
会
は
団
結
し
て
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
部
　
山
本
教
子  

笠
原
千
珂
子

第１位   橘秋子賞・藤井公賞
県知事賞・（公社）日本バレエ協会賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会会長賞
第３位の２
県文化団体連合会会長賞
第３位の３
県文化団体連合会会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位   橘秋子賞・津田郁子賞
県知事賞・（公社）日本バレエ協会賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会会長賞
第３位の２
県文化団体連合会会長賞
第３位の３
県文化団体連合会会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞

第１位   橘秋子賞・津田郁子賞
県知事賞・（公社）日本バレエ協会賞
第２位の１
県議会議長賞
第２位の２
県教育長賞
第３位の１
県文化団体連合会会長賞
第３位の２
県文化団体連合会会長賞
第３位の３
県文化団体連合会会長賞
朝日新聞社賞
埼玉新聞社賞
テレビ埼玉賞
東京新聞賞
毎日新聞社賞
読売新聞社賞
チャコット賞 

中村友子

中村緋女

安部のどか

飯塚絵利

田崎菜々美

池本ひかり
鷲山晴美
水口早織
太田有花

中ノ目知章
鈴木瑞香
山下実可

稲垣亘

アクリ士門

西尾美香

栁澤郁帆

高橋怜衣

矢内千夏

稲垣綾香
奥田祥智

早乙女愛毬
渡邊綾

高橋夏海
勅使河原綾乃

川崎愛理
戸田有紀

小畑夏音

小林千紘

竹津栞奈

野黒美拓夢

住山美桜

濵絢音
鶴山ありす

矢部夕莉
仲沙奈恵
梶原優希
櫻井雅夕

田中茉莉奈
野黒美茉夢

この度は、素晴らしい賞を受賞することが
できて本当に嬉しく思います。教えて下さ
る先生方や家族・たくさんの仲間に支えられ
てここまでくることができました。これから
もっと素敵なダンサーになれるように努力
します。

このような素晴らしい賞を頂き、とても嬉し
く思います。この１位という賞は、ぼくを支
えてくれた家族、ご指導を下さった先生方
のおかげだと思います。また一から頑張っ
て世界が認めるバレエダンサーになりたい
です。

結果が発表された時はとてもおどろきまし
た。今まで積み重ねてきたことを評価して
いただけてうれしく思っています。まだま
だ、課題がたくさんあるので、これからも努
力し続けていきたいと思います。ありがとう
ございました。

クラシックバレエ
1 部（成人）

クラシックバレエ
ジュニアの部

クラシックバレエ
2 部（児童）

中村友子

アクリ士門

小畑夏音

───────────── クラシックバレエ ─────────────
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
部
門

舞
踊
評
論
家  

山
野
博
大

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
成
人
の
部
決
選
を
審
査
し
て
」

　

決
選
出
場
者
の
水
準
は
平
均
し
て
高
く
、

優
劣
を
つ
け
る
こ
と
に
か
な
り
神
経
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。日
本
で
バ
レ

エ
に
励
む
人
た
ち
の
技
術
水
準
と
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
は
、21
世
紀
に
入
っ
て
世
界
と
の
格

差
が
な
く
な
る
ほ
ど
に
よ
く
な
っ
て
き
て
い

る
。こ
の
傾
向
は
ど
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
出

場
者
に
も
み
ら
れ
る
。こ
れ
は
指
導
に
あ
た

る
先
生
た
ち
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
日
本
の
バ
レ
エ
を
底
辺
か
ら
支
え
る

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
く
る
と
、コ

ン
ク
ー
ル
に
出
る
に
は
、ど
う
し
て
も
ま
ず

技
術
の
練
磨
が
最
優
先
と
い
う
こ
と
に
な

り
が
ち
だ
。高
度
な
ス
テ
ッ
プ
を
ま
ち
が
い

な
く
踊
り
き
る
こ
と
に
全
勢
力
を
傾
け
る
。

そ
こ
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
と
、踊
る
た
め

の
技
術
は
、何
か
を
表
現
す
る
た
め
の
手
段

な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

う
。上
位
に
入
っ
た
人
た
ち
と
入
れ
な
か
っ

た
人
た
ち
の
差
は「
技
術
」で
は
な
く「
表
現
」

だ
っ
た
と
思
う
。し
か
し
表
現
す
る
こ
と
を
、

ど
ぎ
つ
く
演
技
を
す
る
こ
と
と
ま
ち
が
え
て

い
る
人
も
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。有

名
バ
レ
リ
ー
ナ
の
強
烈
な
表
現
を
鵜
呑
み

に
し
て
、そ
れ
を
そ
の
ま
ま
真
似
し
た
よ
う

な
演
技
も
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
た
。

　

自
分
の
今
の
か
ら
だ
の
条
件
、今
の
技
術

の
水
準
に
ち
ょ
う
ど
見
合
っ
た
最
適
の
演
技

を
、ど
の
よ
う
に
生
み
だ
す
か
は
、常
に
ダ

ン
サ
ー
に
求
め
ら
れ
る
課
題
だ
。そ
の
要
求

は
、コ
ン
ク
ー
ル
で
踊
る
場
合
も
同
様
に
生

き
て
い
る
こ
と
を
、ど
う
ぞ
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
部
門

舞
踊
評
論
家   

池
野  

惠

　

舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
は
、ど

こ
で
も
激
戦
と
決
ま
っ
て
い
る
。こ

こ
埼
玉
で
も
も
ち
ろ
ん
、決
選
出
場
者
の
レ

ヴ
ェ
ル
は
極
め
て
高
い
。女
性
の
身
体
能
力

の
ピ
ー
ク
は
14
歳
前
後
と
い
う
説
も
あ
る

く
ら
い
だ
か
ら
、こ
の
時
期
男
性
よ
り
も
成

長
の
早
い
女
性
陣
は
、熾
烈
な
争
い
と
な
る
。

当
然
見
応
え
は
満
点
で
あ
る
。出
場
者
に
と

っ
て
は
、コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
明
暗
を
分

け
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
後
の
進
路
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
で
、自
ず

と
審
査
す
る
側
に
も
緊
張
が
高
ま
る
。お
稽

古
ご
と
か
ら
脱
し
、将
来
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
ダ
ン
サ
ー
へ
と
希
望
を
繋
ぐ
出
場
者

も
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
強
く
感
じ
た
の
は
、入
念
な
練
習
の
跡

を
窺
わ
せ
る
非
常
に
落
ち
着
い
た
演
技
の

で
き
る
者
と
、う
っ
か
り
ミ
ス
が
出
て
し
ま

う
者
と
い
う
二
通
り
の
傾
向
が
見
ら
れ
た

こ
と
だ
。前
者
は
平
常
心
を
も
っ
て
、ゆ
と

り
あ
る
態
度
で
立
派
な
成
績
を
残
し
た
。い

っ
ぽ
う
後
者
は
、身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か

な
い
、あ
る
い
は
終
盤
に
な
っ
て
気
が
緩
ん

だ
等
々
、緊
張
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。舞
台
で
大
事
な
こ
と
は
、ま
ず

踊
る
喜
び
が
観
客
に
伝
わ
る
よ
う
な
活
き

活
き
と
し
た
様
子
を
表
現
す
べ
き
で
、技
術

に
終
始
す
る
と
こ
ろ
を
気
づ
か
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。緊
張
は
決
し
て
悪
い
こ
と

で
は
な
い
が
、そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
ま
た
、音
楽
の
解
釈
に
関
し
て

も
気
に
な
る
点
が
あ
っ
た
。全
幕
バ
レ
エ
の

パ
・
ド
・
ド
ゥ
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し

た
よ
う
な
、機
械
的
に
リ
ズ
ム
を
カ
ウ
ン
ト

し
た
だ
け
の
動
き
が
時
お
り
見
ら
れ
た
の

は
残
念
だ
。

舞
踊
は
身
体
運
動
か
ら
な
っ
て
は
い
る
も
の

の
、決
し
て
体
操
で
は
な
く
音
楽
同
様
、人

間
の
思
い
を
表
現
す
る
芸
術
で
あ
る
。今
年

度
か
ら
中
学
校
の
「
体
育
の
授
業
」
に
組
み

込
ま
れ
た「
ダ
ン
ス
」教
育
の
現
場
で
、混
同

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願
っ
て
い
る
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
部
門

舞
踊
評
論
家  

児
玉
初
穂

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
部
門
２
部
で
、

１
５
０
名
の
審
査
を
担
当
し
た
。前
回
審
査

し
た
際（
第
44
回
）と
の
大
き
な
違
い
は
、オ

ー
ロ
ラ
姫
の
Va
が
激
減
し
た
こ
と
。生
半
可

な
才
能
で
は
表
現
し
切
れ
な
い
演
目
の
た

め
、こ
の
減
少
は
好
ま
し
い
傾
向
に
思
わ
れ

る
。ま
た
聞
き
づ
ら
い
音
源
の
問
題
が
解
消

さ
れ
た
こ
と
も
、歓
迎
す
べ
き
項
目
の
一つ

で
あ
る
。

今
回
最
も
印
象
に
残
っ
た
３
名
は
、キ
ト
リ

三
幕
Va
を
踊
っ
た
矢
部
夕
莉（
埼
玉
新
聞
社

賞
）、オ
ー
ロ
ラ
三
幕
Va
を
踊
っ
た
小
畑
夏
音

（
第
１
位
）、ア
レ
ル
キ
ナ
ー
ダVa
を
踊
っ
た

小
林
千
紘（
第
２
位
）。

矢
部
は
技
術
の
確
か

さ
に
加
え
、抑
制
の

効
い
た
品
格
あ
る
キ

ト
リ
像
を
描
き
出
し

た
。
踊
り
全
体
が
醸

し
出
す
品
の
良
さ
、

爽
や
か
さ
は
、指
導

者
の
美
意
識
の
賜
物

だ
ろ
う
。ま
た
、１
位

の
小
畑
は
登
場
し
た

瞬
間
か
ら
オ
ー
ロ
ラ

姫
だ
っ
た
。
彫
琢
を

経
た
美
し
い
形
、溌

剌
と
し
た
ス
ピ
リ
ッ

ト
、正
確
な
技
術
が

揃
っ
て
い
る
。２
位
の

小
林
は
繊
細
な
踊
り

に
加
え
、コ
ロ
ン
ビ
ー
ヌ

の
役
作
り
が
抜
き
ん
出
て
い
た
。

こ
の
他
入
賞
者
で
は
、住
山
美
桜
、山
田
佳

歩
、選
外
で
は
、林
萌
日 

宮
原
詩
音
、今
井

柚
花
、黒
木
美
羽
、舘
田
杏
奈
、武
井
理
央
、

諸
井
ゆ
ら
、立
花
真
帆
の
踊
り
が
印
象
深
い
。

正
確
な
技
術
は
も
ち
ろ
ん
前
提
だ
が
、そ
の

上
に
、音
楽
性
、ス
ピ
リ
ッ
ト
、ニ
ュ
ア
ン
ス
の

い
ず
れ
か
を
備
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

表
彰
式
で
は
、き
り
っ
と
し
た
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
入
賞
者
に
対
し
、バ
レ
エ
入
賞
者
は
喜
び

の
表
情
も
な
く
、不
定
形
の
ぐ
に
ゃ
り
と
し

た
立
ち
姿
。目
標
ま
で
の
道
の
り
の
遠
さ
を

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

評

評

評 第45回 埼玉全国舞踊コンクール

　８月１日未明、若松先生は旅立たれました。この1年は入退院の繰り返しで幾度
も危機を乗り越えてきていらっしゃいました。覚悟をしながらも私たちには突然
の死でした。
　私が初めて若松先生とお会いしたのは1983年舞踊作家協会設立のパーティー
会場、神楽坂サイガバレエのスタジオでのことでした。祝いの席に奉納する舞い
を若松先生は披露されました。円座の中央に立ち、広沢虎造の浪曲「清水次郎長」
のセリフに合わせた当てぶりをスーツ姿で切れ味鋭くぴたりと決めて宴席を盛り
上げておられました。かっこいいのにざっくばらん、飾らない親しみのこもったお
人柄はその頃から一貫しておりました。スピーチはわかりやすく機知に富んで興
味をそそる内容、学生がいつも周りに絶えない理由がよくわかりました。
　それから数年後、私は若松先生の振り付けで踊る機会をいただき、その後自由
ダンスカンパニー公演にも何度か出させていただきました。振り付けが次々と生
まれては、それ以上にたくさんのおしゃべりが繰り広げられました。私はあるとき
質問しました。「地面にめり込んでいくようなダンスを作りたいんですが・・・」こと
もなげに先生は即座に答えました。「下に落ちていくということは上に登っていく
ことで表現できるんだよ、舞台の世界は面白いだろ？」・・・のちに私は主人公が地
獄に落ちる場面を赤い紐に吊るされて昇天していくことで表現しました。
　今年のダンスセッションの出品に当たっては一度だけスタジオに押しかけ30名
の群舞を見ていただきました。15分後には見違えるような生き生きとしたダンス
に変わっていました。本番終了後、舞台を見に来られなかった若松先生にビデオ
を持っていきますと、ほとんど寝たきりになっていた先生は跳ね起きてご覧にな
りました。「あとは男性をどう使うかだなあ」先生はズバリおっしゃいました。私は
男性の存在を女性の中に埋没させてしまっていたことにハッと気づきました。
　先生は私以上にこの作品のことを考えていらしたのです。いや、ひとりひとり
のダンサーの身になってダンスを考えておいでになったのです。前にうかがった
ことがありました、若松先生は自分の作品のビデオを本番を終えた夜から寝ない
で100回見る、と。「一回目は全体の流れを見て、二回目は照明家の立場で見て、三
回目からはダンサーのひとりひとりになってその気持ちを考えながら見るんだ。」
　多面的な構造を持った若松先生のダンスに込められたいろいろな思いを汲み
取り味わうにはあまりに早い速度でこの世を駆け抜けていかれました。・・・合掌。

アキオキムラ若 松美黄先生を偲ぶ

STAGE1
第39回 ステージワン

彩の国さいたま芸術劇場  小ホール
２０12年９月29日・30日

１
部
成
人
の
部

２
部
児
童
の
部

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

第46回バレエ・モダン
ダンスフェスティバル
月日／2013年3月2日（土）・3日（日）
会場／川口市総合文化センター
リリア メインホール（入場無料）

主催／埼玉県舞踊協会
作品A／第45回埼玉全国舞踊コンクール児童の部

ジュニアの部  上位入賞者抜露
作品B／埼玉県舞踊協会会員の子どもたちによる

華麗なるバレエ・モダンダンスの祭典
次代の舞踊家育成を目指しての一大イベント

埼玉県民芸術文化祭 2013 参加

     埼玉全国舞踊コンクール 2013
《会場》さいたま市文化センター   大ホール・小ホール（入場無料）

  《日時》2013 年 7 月 23 日（火）〜30 日（火）
《主催》埼玉県舞踊協会　《共催》（財）さいたま市文化振興事業団

第46回

期日 大ホール午前 大ホール午後 小ホール

7月23日（火） クラシック１部予選 モダン１部予選

7月24日（水） クラシック２部予選 モダンジュニア部予選

7月25日（木） クラシック２部予選 クラシックジュニア部予選 モダンジュニア部決選

7月26日（金） クラシックジュニア部予選 モダン２部予選

7月27日（土） クラシックジュニア部決選 モダン２部決選

7月28日（日） クラシック２部決選 創作舞踊部門

7月30日（火） クラシック１部決選 表彰式 モダン１部決選

コンクールへの参加はホームページからのみ受付いたします
【埼玉県舞踊協会ホームページ】

http://www.saitamaken-buyoukyokai.jp


